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序

「広域営農団地食道被備理事業、 飽代 ・山本地区工事Jは山本郡八権回Iから

能代市を巡り峰浜村に至る会長30.568メートルに及ぶ食道建設耳事業で、昭和

48年度から工事が始められています。

昭和49年度から長選予定路線上の4遺跡の発掘調査を実施してきました

が、 本年度は引続き能代市織の台遺跡、山本町長峰台遺跡の 2~所を調査し

ました。袋道整備工事に係る緊急&11ftはこれで終了することになり ますが、

遺跡の保護と周辺遺跡の性格解明のため本報告書が活用されれば傘いであり

ます。

最後に調査を担当きれました各肉公民並びにど協力いただきました能代子官

級育委員会.山本町教育~員会、 山本.林事務所土地改良諜の方々に~Uな

る翻意を表する次第であります.

昭和 52年 3月

獄 図~数有望号 員会

事~ 1守長畠 山 芳 良R
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能代 ・山本地区広域農道関係遺跡発掘調査報告書

1. 鏑棄に至るまでの経過

昭和嶋年に秋田県農政部農地盤側臓によ。て計画された能代、 山本地区広島正食道建殴は、昭和

51年度に歪払能代市中沢地区から山本町にかけて工区の援定がなされた。

そのため、路線上とそれに近捜する能代前餓の台遺跡と，山本町長縁台遺跡の事前例去を、重点

悶県教育祭員会の依額により下記によ。て尖絡したものである。

2. 飼査の織成

期日昭和 51年 8月 1日-8日

遺跡所在抱

O 自信代市中沢字媛の台 1:醤の内

0 山本~山本町外向字長率台38-5

筒釜主体 秋田県教育愛員会

PUf協力団体 能代市教育委員会、山本lls山本町教育祭員会、山本農林事勝所土地改良銀

側班員 伊藤重量秋、岩見滅失、氷韓n1liWJ
調査事務担当 秋田県教脊fi'文化線

3.織の台遺跡

興筆期間 8月 1日-4日

〈婦図 1、2、3、4 図版 1、2)

(1)位置と現扶

遺跡は山本郡山本町の原信釈からilIti!鹿般にして北方約7キロメー トル、山本町宮司よ置錫1&と

能代市中沢の犬伏部理事のほぼ中間に位置する。

1f t\:市の北方から山本町. 八~町にかけては、 出羽山地へと速らなる際高30-40メー ト ルの

平越地形が広がり、その縁辺には欽多〈の池腕が存症する。

ζの平坦地形のほぼ中央に位鐙ずる!l!I丘地区は、 線高37-38メートルでw匹ほど削に別lEBさ
れ、 現在は. 水聞と休緋聞にな 。ている。 潟産地の~t釣70メ ー ト ルの所にある1.i鰻の行なわれ

ている堤は、中沢吉E~を転車て新田君~(;高で米代川の掌ff面lへ通じる中沢と呼ばれる沢の.Q!蝿の位

置をしめている。

。} 調査の方法とその過程

遺跡として標記されている一暢は.広いA;Wと体総国である。この関関はゆ年ほど前に行な

われており、その工事のf，'lにお器飢が111上して確認された遺跡である。

地元の人々の話による と 、 大lIl~f量道予定線上で問地形の主主っているのは、 三Jl.路状に食道

泊:合する地点の37ールばかりのな地のみとのことであった。それで試I.Iliとボーリン〆湖ff.を
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もとに、草地と食道の一部にかけてグ リ"tを綬定L、発礎調査を行なった。

(3) 遺舗と遺鋤

宛掘調査地の土周位は、 綾上位に0.2-0・4メートルのブルドーザーで押土されたと考えられ

る車両土プログタ混入黒色土があり、その下位に厚さ約日.4メー トルの男性色土、そして粕土質火

1.1.1灰土の脇山の経過をたどる。~銅肉筆地とA逃をへだてた南側の休耕聞は、 過半が地山の賀

禍色土をのぞかせており、北側の水田は一段低く、ポ-Y:/p'調査によると0.2-0.3メ目トル

の厚きを持つ然色土の尾監績があり池山へと移行している。すなわち調査地はかつては北側に存

在ナる択に向ヲてゆるやかな傾斜をなしていたと考えられた。ブルドーザーによる押土と地山

。間の黒色土患の撹乱はたか。た.

遺情〈婦問3、図版2)

B3、4で倹出された務救遺構のみである.

会長2.75メート，，，，震大幅0.50メートル、E軍事0.40〆ートルの細長〈底の平らなもので、地山

を抱り込んで作。ており、煙土は!.tl色:f:であ勺Tこ。 北京焔が袋放に地山に入りこんでおるもの

で、出土遺物は無〈その性格は不明である。

)li物〈郷関4の(1) 閃版2の(2))

よ絵

AIのよ院色土隠からの出土である。細長い小織片で、表面に燃糸3置があり、:11111内に織織を合

有する茶絹色のものである。

石聖書〈帰国4の(2) 図版2の(1))

01の黒色土長下窃からの出土である.

灰白色礎資質岩製のトラ y・ンz織石総 (t主1)と考えられるもので、破損品である。

{の まとめ

本遺跡から出土した冶物は.縄文J:1:I小破片Iとトラゾシェ織石211の2ぷのみである。

縄文土昔~}れま撚糸交が施文書れ.縦割3lt二徹副主合11する ζ とから縄文前期のものと与えられ

る。

トラ Yγェ傑石~ CtE 2) は.縄文皐期の~鍛文土器に伴い、門筒文化閣の縄問に多〈発見

されているもので、その酸艇は刃11の使用』直などから獣肉や毛皮を切る利怨と考えられてい

る.

以上のこkから本遺跡は.縄文早期求から前期の時期にかけての遺跡と考えたい。

注1 富筏泰時 fトランシエ線百IIIIJ東北身占学の諸問題

東北考古学会編.来世l版軍強位1'<11976.10 

注2 注 11<:同じ

-3-
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鎌 の台 遺跡 遠景

発揚調夜風景

石器出土状況

図版 1 
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(1) 
(2) 

図版 2 



4・..台遺，.
調査裁関 8月5日-8日
(~中儲 1 、 5、 図版 3)

長峯台遺跡は山本1lßlll本町外阿部~の南東約4∞メー ト ルの所に位寵する遺跡で、持、水田

原野からfIl.る。この地もまた量置の台遺跡と同僚、能代市から山本町、八穂町にかけて広〈存複

する標高3ト 40メートルの台地上にある。外側盟問との閃には小河川l、志戸副即IIb;f;tれ、遺跡

は縄文中期と考えられている。

この遺跡の一郎が徴年官官に防関された際に土器署片、石紛が出土しており.この水田地帯が51

年度に計画された大鋭膜食道の工区に当たるため、遺跡のー隅である食道予定~に近接する原

野にグy.. ト を級定して、~掬調査を行ったものである。しかし、 ift備ならびに;a物は~見で

きな由‘っt.:.o

長率 台 .ittI舟i童景

発掘 i測1t胤~

図版 3 

- 8ー
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